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カモシカのはく製に触れながら､学芸員の説明を聞く子供達
H.10. 5.29　大町北小学校3学年社会見学(学社融合モデル事業)より

学
社
連
携
と
山
岳
博
物
館

荒
井
　
和
比
古

子
供
達
の
学
習
を
学
校
の
場
か
ら
も
っ
と
視
野
を
広
げ
､
社
会
の
教
育
力

を
活
用
し
っ
つ
興
味
関
心
を
喚
起
し
て
い
-
た
め
の
'
学
校
と
社
会
教
育
の

連
携
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
て
､
社
会
教
育
が

積
極
的
に
学
校
の
場
に
の
り
込
ん
で
､
先
生
だ
け
で
は
で
き
な
い
学
習
の
場

を
つ
く
る
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
　
(
学
社
融
合
)
　
も
す
す
め
ら
れ
て

い
る
｡一
例
と
し
て
､
今
年
五
月
'
大
町
山
岳
博
物
館
に
大
町
北
小
学
校
の
三
年

生
が
見
学
に
訪
れ
た
｡
二
年
生
の
国
語
の
教
材
に
フ
タ
ロ
ウ
の
生
態
を
書
い

た
教
材
が
あ
る
｡
し
か
し
実
際
に
フ
タ
ロ
ウ
を
見
た
子
供
は
少
な
い
｡
そ
こ

で
山
岳
博
物
館
へ
行
き
､
フ
ク
ロ
ウ
を
見
､
学
芸
員
か
ら
そ
の
生
態
に
つ
い

て
話
を
聞
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
｡

子
供
達
が
鳥
舎
の
前
で
'
フ
ク
ロ
ウ
が
教
科
書
の
記
述
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
興
味
あ
る
生
活
を
し
て
い
る
話
を
き
き
､
目
を
輝
か
せ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
｡

思
い
起
こ
し
て
見
る
と
､
山
岳
博
物
館
は
学
校
と
社
会
の
連
携
の
中
か
ら

誕
生
し
た
よ
う
に
思
う
｡
当
時
筆
者
は
大
町
高
等
学
校
の
物
象
部
に
所
属
し

て
い
た
｡
物
象
部
の
テ
ー
マ
は
　
｢
針
ノ
木
岳
に
お
け
る
山
岳
気
象
｣
　
で
あ
っ

た
｡
一
カ
月
に
一
度
､
針
ノ
木
岳
と
大
沢
小
屋
そ
し
て
学
校
の
三
カ
所
で
二

四
時
間
の
同
時
気
象
観
測
を
し
'
気
温
･
湿
度
･
気
圧
等
々
と
高
度
差
と
の

関
係
を
調
査
し
た
｡
毎
月
の
調
査
結
果
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
考
察
を
し
て
い

っ
た
｡
御
指
導
い
た
だ
い
た
の
は
羽
田
健
三
･
荒
井
昇
一
両
先
生
で
あ
る
｡
調
査

結
果
は
学
校
の
文
化
祭
に
発
表
し
た
の
み
な
ら
ず
､
公
民
館
の
文
化
祭
に
も

展
示
し
､
訪
れ
た
市
民
を
前
に
得
意
気
に
説
明
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
｡

羽
田
先
生
は
､
生
物
･
植
物
･
地
学
等
の
分
野
で
も
地
域
研
究
を
す
す
め
､

そ
の
成
果
を
公
民
館
に
蓄
積
し
て
い
っ
た
｡
こ
の
資
料
の
集
積
が
山
岳
博
物

館
発
足
の
時
の
財
産
に
な
っ
て
い
っ
た
｡
学
校
で
の
部
活
動
が
地
域
に
根
ざ

し
､
地
域
を
掘
り
お
こ
し
､
地
域
の
財
産
に
な
っ
て
い
き
､
た
ず
さ
わ
っ
た

者
の
自
己
実
現
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

も
う
一
つ
､
大
学
の
卒
業
論
文
の
時
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
｡

テ
ー
マ
を
模
索
し
て
い
た
と
き
羽
田
先
生
に
呼
ば
れ
｢
博
物
館
で
居
谷
里
湿

煤
の
総
合
調
査
を
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
関
す
る
歴
史
を
や
れ
｡
｣
と
の
至
上

命
令
で
あ
る
｡
居
谷
里
に
歴
史
の
テ
ー
マ
が
成
立
す
る
か
大
い
に
悩
ん
だ
が
､

居
谷
里
の
用
水
の
歴
史
に
取
り
組
ん
だ
｡
こ
れ
が
現
在
の
私
の
ラ
イ
フ
テ
ー

マ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
｡

い
ま
振
り
か
え
っ
て
､
私
は
学
社
連
携
の
中
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
｡

そ
し
て
羽
田
健
三
先
生
の
教
育
者
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
改
め
て

か
み
し
め
る
の
で
あ
る
｡
　
　
　
　
　
　
　
(
大
町
市
教
育
委
員
会
教
育
長
)
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国内外含め249題の発表があった

館物博ど山

｢
第
三
回
登
山
と
高
所
環
境
に
関
す
る

国
際
医
学
会
議
｣
　
に
参
加
し
て

柳

　

澤

　

昭

　

夫

応
よ
り
衰
退
が
大
き
い
な
ど
'
今
ま
で
言
わ
れ
て
き

た
こ
と
な
が
ら
へ
明
確
に
高
所
順
応
の
方
法
や
智
恵

点
が
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
｡

高
山
病
予
防
の
た
め
の
ア
七
夕
ゾ
ラ
ミ
ド
　
(
ダ
イ

ヤ
モ
ッ
ク
ス
)
　
や
デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
　
(
デ
カ
ド
ロ

ン
)
､
高
所
肺
水
腫
と

が
で
き
る
と
思
う
が
:
心
拍
数
や
s
p
O
な
ど
の
測

定
と
そ
の
数
値
に
た
よ
る
こ
と
の
危
険
性
も
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
｡

本
年
五
月
二
〇
日
か
ら
二
六
日
ま
で
､
松
本
両
で

H
本
登
用
匪
掌
研
究
会
(
会
長
　
小
林
俊
夫
)
と
国

際
登
山
匪
学
会
(
会
長
　
p
･
ベ
ル
チ
エ
)
　
が
共
催

で
､
｢
第
三
回
登
用
と
高
所
環
境
に
関
す
る
国
際
匪

学
会
議
｣
と
｢
第
一
八
回
日
本
登
用
厚
手
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
｣
が
開
催
さ
れ
た
｡
海
外
三
一
万
回
か
ら
一
三

〇
人
､
発
表
さ
れ
た
演
題
一
五
〇
題
､
日
本
か
ら
ほ

二
〇
〇
人
が
参
加
し
､
総
演
題
は
二
川
九
題
で
あ
っ

た
｡
そ
の
他
､
公
開
両
氏
講
座
に
は
約
一
､
0
0
0

人
､
穂
高
塙
登
山
と
長
野
県
警
の
同
店
遭
雉
救
助
隊

に
よ
る
救
助
デ
モ
の
見
学
に
も
多
数
が
参
加
さ
れ
た
｡

低
圧
､
低
温
の
高
所
環
境
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
､

人
体
の
適
応
､
障
害
､
登
用
に
関
す
る
運
動
生
理
､

高
所
肺
水
腫
､
脳
浮
腫
等
の
重
篤
な
状
況
に
陥
る
高

山
病
対
策
な
ど
､
さ
ら
に
多
様
な
高
所
低
圧
環
暁
に

関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
､
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

の
研
究
が
発
表
さ
れ
､
検
討
さ
れ
た
｡

特
に
今
回
は
長
期
間
滞
在
に
よ
る
低
酸
素
の
影
響

や
世
界
の
高
地
居
住
民
な
ど
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
設
け
ら
れ
'
ブ
ー
タ
ン
∵
ネ
パ
ー
ル
､
ラ
ダ
ッ
ク
､

フ

ン

ザ

'

チ

ベ

ッ

ト

､

キ

ル

ギ

ス

､

カ

ザ

フ

'

チ

リ

､

ペ
ル
ー
､
ボ
リ
ビ
ア
､
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
多
く
の
高

地
居
住
民
が
い
る
地
域
の
人
々
が
参
加
し
､
熱
心
に

発
表
さ
れ
て
い
た
｡
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
今
ま
で

に
な
い
多
く
の
国
や
地
域
か
ら
の
参
加
者
を
得
て
､

ま
さ
に
国
際
会
議
で
あ
っ
た
｡

私
の
よ
う
な
一
登
山
者
に
過
ぎ
な
い
者
に
と
っ
て

非
常
に
雑
解
で
は
あ
っ
た
か
､
今
回
は
登
山
者
に
と

っ
て
比
較
的
身
近
な
高
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
高
所
登

用
の
た
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
'
非
常
に
有

道
義
で
あ
っ
た
｡

高
所
順
応
に
つ
い
て

順
応
す
る
ま
で
無
理
を
し
な
い
､
一
日
の
行
程
を

高
度
差
三
〇
〇
-
五
〇
〇
m
に
お
さ
え
､
高
度
差
の

大
き
い
登
山
行
動
を
し
な
い
｡
新
し
い
高
度
に
は
泊

ま
ら
な
い
｡
標
高
五
､
三
〇
〇
m
以
上
の
高
所
は
順

ニ
フ
エ
ジ
ピ
ン
　
(
ア
ダ

ラ
ー
上
し
)
　
の
使
い
方

な
ど
'
極
め
て
有
益
な

話
で
あ
っ
た
｡

高
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

や
遠
征
登
山
で
必
携
と

さ
え
言
わ
れ
て
い
る
ガ

モ
フ
･
バ
ッ
ク
に
関
し

て
さ
え
興
っ
た
意
見
が

出
る
な
ど
､
い
ろ
い
ろ

な
意
見
の
出
る
と
こ
ろ

が
面
白
か
っ
た
｡

高
所
対
策
､
急
性
高

山
病
の
処
置
な
ど
､
研

究
が
進
ん
で
も
未
だ
解

決
で
き
な
い
問
題
が
多

い
よ
う
で
あ
る
｡
依
然

と
し
て
､
高
所
へ
適
応

す
る
に
は
ゆ
っ
く
り
と

高
所
へ
到
達
す
る
こ
と
､

高
山
病
に
対
す
る
最
善

の
処
置
は
下
へ
降
ろ
す

こ
と
な
ど
原
則
に
は
全

く
変
わ
り
は
な
い
｡

末
梢
動
脈
血
酸
素
飽

和
度
を
測
定
す
る
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の

普
及
に
よ
っ
て
､
あ
る

種
の
日
安
を
得
る
こ
と
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スライドを使用しながら行われた発表の様子

非
常
に
興
味
深
い
も
の

で
あ
っ
た
｡

急
激
な
加
温
な
ど
に

よ
る
心
房
紳
助
､
心
室

細
動
､
安
静
と
病
院
へ

の
素
早
い
搬
送
な
ど
､

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
が

当
り
前
と
な
っ
て
い
る

フ

ラ

ン

ス

､

ス

イ

ス

､

イ

タ

リ

ア

､

オ

ー

ス

ト

リ
ア
等
で
は
搬
送
上
の

諸
問
題
が
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
､
悪
天
候
が

長

引

き

､

ヘ

リ

コ

プ

タ
ー
救
助
が
ま
ま
な
ら

な
い
日
本
の
山
で
は
現

実
的
な
､
現
場
に
い
る

者
の
た
め
の
低
体
温
症

対
策
は
い
っ
た
い
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

か
｡
保
温
と
安
静
に
努

め
､
救
助
を
待
ち
な
が

ら
､
死
に
行
く
者
を
見

守
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
の
だ
ろ
う
か
｡
ア
ド

バ
イ
ス
が
欲
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
｡

低
酸
素
環
環
に
関
す

る
問
題
は
大
事
で
あ
る
｡

崩
理
没
者
の
多
く
が
窒
息
死
で
あ
る
｡
素
早
い
救
出

が
勝
負
で
あ
る
､
と
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
っ
た
｡
そ

の
た
め
の
ビ
ー
コ
ン
や
ス
コ
ッ
プ
の
携
帯
は
も
と
よ

り
､
仮
死
状
況
の
事
故
者
や
脊
椎
系
損
傷
者
の
応
急

手
当
､
低
体
温
症
対
策
を
含
め
て
､
運
搬
上
の
諸
問

題
等
'
こ
れ
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
か
も
知
れ
な
い
｡

登
山
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

登
山
は
よ
り
困
難
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
課
題
に
展

開
さ
れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
｡
今
､
世
界
の
最

兄
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
時
間
等
多
く
の

制
限
が
あ
る
が
､
低
圧
室
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
､
今

話
題
の
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ム
　
(
常
圧
､
低
酸
素
分
圧

室
)
を
用
い
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
､
高
地
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
'
高
地
で
の
休
義
､
あ
る
い
は
低
地

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
､
高
地
で
の
休
義
､
さ
ら
に
高

地
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
､
低
地
で
の
休
養
等
､
多
様

な
研
究
と
方
法
論
を
展
開
し
て
欲
し
い
と
願
う
も
の

で
あ
る
｡
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
匪
科
学

的
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
｡
第
一
線

低
体
温
症
に
つ
い
て

冬
用
等
'
寒
冷
下
で
の
登
用
や
悪
天
の
中
､
濡
れ

て
風
に
吹
か
れ
る
な
ど
の
条
件
下
で
起
き
る
低
体
温

癌
は
､
奪
わ
れ
る
体
熱
に
産
熱
活
動
が
追
い
つ
か
ず

発
症
す
る
｡
低
体
温
症
の
処
置
に
つ
い
て
の
発
表
は

し
か
し
､
寒
冷
環
境
が

人
体
に
与
え
る
影
響
や
寒
冷
へ
の
適
応
､
寒
冷
と
運

動
生
理
等
､
寒
冷
に
関
す
る
問
題
も
取
り
上
げ
て
欲

し
い
と
思
っ
た
｡

冬
山
で
の
死
亡
事
故
の
多
く
は
､
雪
崩
と
悪
天
に

よ
る
孤
立
や
ビ
バ
ー
ク
中
の
低
体
温
症
で
あ
る
｡
雪

前
線
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
の
高
所
で
'
ア

ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
　
(
ア
ル
プ
ス
の

若
齢
を
登
る
よ
う
に
)
　
や
ソ
ロ
　
(
単

独
)
　
で
､
急
峻
な
岩
壁
や
氷
韓
を
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
す
る
時
代
を
迎
え
て
い

る
｡
高
所
の
影
響
や
そ
れ
に
対
処
す

る
方
法
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
､
よ
り
困
難
な
登
山
の
展
開
を
支

え
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
だ
ろ
う
｡

し
か
し
､
山
野
井
さ
ん
の
よ
う
な

ほ
ん
の
一
握
り
の
人
々
を
除
い
て
､

残
念
な
が
ら
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

は
相
変
わ
ら
ず
の
八
､
0
0
0
m
峰

の
登
頂
で
あ
り
'
事
大
主
義
的
な
大

遠
征
隊
が
多
い
｡
世
界
に
大
き
く
立

ち
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
｡
高
所
で
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
､
ス
ピ
ー

ド
等
'
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
マ
ー
の

技
術
と
体
力
を
鍛
え
る
方
法
論
や
研

究
が
展
開
さ
れ
る
必
要
が
な
い
だ
ろ

う
か
｡
そ
の
鍵
と
思
わ
れ
る
の
が
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
｡
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
非
常
に
意



@館物情ど山

の
ク
ラ
イ
マ
ー
も
そ
れ
を
望
ん
で
止
ま
な
い
｡

こ
の
学
会
は
､
専
門
的
に
学
習
し
て
い
な
い
私
に

は
非
常
に
難
解
で
あ
る
｡
多
く
の
曲
解
や
誤
解
の
あ

る
報
告
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
､
ご
容
赦
願
い

た
い
｡
登
山
者
に
と
っ
て
'
こ
う
し
た
研
究
の
成
果

を
分
か
り
や
す
-
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
欲
し
い
と
願
う

の
は
私
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
｡

正
直
言
っ
て
､
今
の
状
況
で
は
ほ
と
ん
ど
の
登
山

者
は
参
加
し
に
く
い
だ
ろ
う
｡
研
究
者
と
登
山
者
が

一
緒
に
な
っ
て
推
し
進
め
て
行
く
工
夫
や
知
恵
が
欲

し
い
と
感
じ
た
｡

(
文
部
省
登
山
研
修
所
所
長
)

日
本
の
山
と
標
高
(
後
半
部
)
　
五
百
沢
智
也

第
3
 
5
巻
第
1
号
(
平
成
2
年
7
月
)

国
立
公
園
絵
画
に
現
わ
れ
た
自
然
風
景大
井
道
夫

昨
今
の
中
高
年
登
山

-
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
実
態
調
査
よ
り
-

第
3
5
巻
第
8
号
(
平
成
2
年
8
月
)

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
出
&
,
つ
こ
と

第
3
5
巻
第
9
号
(
平
成
2
年
9
月
)

標
　
石
恒
先
生
を
憶
う
　
(
前
)

チ
ャ
ン
タ
ン
紀
行
用

第
3
5
巻
第
1
 
0
号
(
平
成
2
年
1
0
月
)

楳
　
有
恒
先
生
を
憶
う
　
(
後
)

チ
ャ
ン
タ
ン
紀
行
㈲

第
3
5
巻
第
日
号
(
平
成
2
年
日
月
)

中
村
一
恵

丸
山
　
彰

西
田
　
均

丸
山
　
彰

西
田
　
均

最
近
の
北
ア
山
麓
両
棲
類
事
情

第
3
6
巻
第
1
ロ
ケ
(
平
成
3
年
1
月
)

フ
タ
ロ
ウ
ー
夜
の
猛
藷
の
生
態
-

第
3
6
巻
第
8
号
(
平
成
3
年
8
月
)

大
町
の
河
川
①
高
瀬
川
あ
れ
こ
れ

海
を
渡
っ
た
カ
モ
シ
カ
の
毛
皮

第
3
6
巻
第
9
号
(
平
成
3
年
9
月
)

慕
士
塔
梅
山
　
(
ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
)

白
鳥
正
夫

長
沢
　
武

宮
崎
　
学

榊
原
邦
夫

千
葉
彬
司

七
五
四
六
M

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

今
号
以
外
で
柳
澤
昭
夫
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

｢
山
と
博
物
館
｣
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
あ
り
ま
す
｡

第
4
2
巻
第
8
号
(
平
成
9
年
8
月
)

最

近

の

山

登

り

　

　

　

　

　

　

　

　

柳

澤

昭

夫

ま
た
､
次
の
巻
号
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
あ
り
ま

す
｡
内
容
は
主
な
も
の
の
紹
介
で
す
が
､
ど
う
ぞ
ご

了
承
く
だ
さ
い
｡

ボ
レ
ア
ス
の
針
葉
樹
林
帯
を
駈
け
て

-
カ
ナ
ダ
の
自
然
-

丸
山
　
晃

第
3
5
巻
第
1
 
2
号
(
平
成
2
年
1
 
2
月
)

槍
ヶ
岳
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
　
(
前
)

第
3
6
巻
第
1
号
(
平
成
3
年
1
月
)

槍
ヶ
岳
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
　
(
後
)

チ
ャ
ン
タ
ン
紀
行
㈲

第
3
6
巻
第
2
号
(
平
成
3
年
2
月
)

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
来
日
事
情

第
3
6
巻
第
3
号
(
平
成
3
年
3
月
)

泉
田
茂
之

泉
田
茂
之

西
田
　
均

三
井
嘉
雄

山
博
友
の
会
の
一
年

チ
ャ
ン
タ
ン
紀
行
㈲

友
の
会
事
務
局

西
田
　
均

第
3
 
5
巻
第
3
号
(
平
成
2
年
3
月
)

北
ア
ル
プ
ス
南
部
の
石
室

穂
刈
貞
雄

第
3
6
巻
第
4
号
(
平
成
3
年
4
月
)

燕
岳
と
安
曇
野

赤
沼
淳
夫

第
3
5
巻
第
4
号
(
平
成
2
年
4
月
)

信
州
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ

ー
興
味
深
い
そ
の
混
生
の
実
態
-

浜
　
栄
一

第
3
5
巻
第
5
号
(
平
成
2
年
5
月
)

日
本
の
山
と
標
高
(
前
半
部
)
　
五
百
沢
哲
也

第
3
5
巻
第
6
号
(
平
成
2
年
6
月
)

丸
太
小
屋
造
り
の
名
人
と
相
識
っ
て
谷
口
現
吉

第
3
6
巻
第
5
号
(
平
成
3
年
5
月
)

安
曇
野
の
雪
形
　
　
　
　
大
町
山
岳
博
物
館

感
動
を
活
か
し
足
も
と
を
み
つ
め
て
高
橋
利
雄

第
3
6
巻
第
6
号
(
平
成
3
年
6
月
)

松
原
　
繁

第
3
6
巻
第
1
 
0
号
(
平
成
3
年
1
0
月
)

目
で
見
る
山
博
4
0
年
の
出
来
事大
町
山
岳
博
物
館

第
3
6
巻
第
日
号
(
平
成
3
年
日
月
)

大
町
の
河
川
②
篭
川
あ
れ
こ
れ
　
　
榊
原
邦
夫

第
3
6
巻
第
1
 
2
号
(
平
成
3
年
1
 
2
月
)

雪
の
世
界
の
自
然
観
察

雪
上
自
然
観
察
会
　
　
　
　
今
井
信
五

ネ
パ
ー
ル
､
少
し
昔
の
話
(
前
)
　
藤
江
幾
太
郎

第
3
7
巻
第
1
号
(
平
成
4
年
1
月
)

山
博
友
の
会
の
一
年
　
　
　
　
友
の
会
事
務
局

ネ
パ
ー
ル
､
少
し
昔
の
話
(
後
)
　
藤
江
幾
太
郎

第
3
7
巻
第
2
号
(
平
成
4
年
2
月
)

雪
崩
の
話
-
山
で
恐
ろ
し
い
大
規
模
表
層
雪
崩
-

川
田
邦
夫

大
沢
の
石
室
に
つ
い
て
　
(
前
)
　
　
峯
村
　
隆

第
3
7
巻
第
3
号
(
平
成
4
年
3
月
)

街
に
タ
ヌ
キ
が
や
っ
て
き
た
　
　
　
山
口
佳
秀

大
沢
の
石
室
に
つ
い
て
　
(
後
)
　
　
峯
村
　
隆

第
3
7
巻
第
4
号
(
平
成
4
年
4
月
)

写
真
展
｢
時
の
風
物
詩
｣
に
よ
せ
て
　
川
口
邦
雄

道

租

軸

の

話

　

　

　

　

　

　

　

　

金

田

国

武

第
3
7
巻
第
5
号
(
平
成
4
年
5
月
)

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
オ
ス
に

な
わ
ぼ
り
は
あ
る
か
?
　
　
岸
元
良
輔

第
3
7
巻
第
6
号
(
平
成
4
年
6
月
)

キ

ザ

キ

コ

ミ

ズ

シ

タ

ダ

ミ

　

　

　

　

藤

田

　

放

任
血
原
虫
寄
生
に
よ
る

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
死
亡
例青
柳
高
弘

第
3
7
巻
第
1
号
(
平
成
4
年
1
月
)

ネ
パ
ー
ル
油
絵
展
(
一
九
六
八
～
九
二
)藤
江
幾
太
郎

第
3
7
巻
第
8
号
(
平
成
4
年
8
月
)

北
安
曇
郡
小
谷
村
中
土

大
宮
諏
訪
神
社
の
奴
蹄
の
歌
　
　
青
木
　
治

山

と

私

の

道

具

　

　

　

　

　

　

　

佐

久

間

正

治

第
3
7
巻
第
9
号
(
平
成
4
年
9
月
)

大
町
市
に
お
け
る
｢
講
｣
に
つ
い
て
臼
井
　
潤

第
3
7
巻
第
地
口
†
(
平
成
4
年
1
0
月
)

ネ
パ
ー
ル
の
教
育
事
情
　
　
　
　
鳥
羽
季
義

喋

を

庭

に

呼

ぶ

　

　

　

　

　

　

　

清

水

博

文

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
請
求
方
法

右
記
に
ご
希
望
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
'
一
部

一
〇
〇
円
で
お
わ
け
し
ま
す
｡
巻
号
と
部
数
を
明
記

の
上
'
現
金
書
留
か
口
座
振
替
で
大
町
山
岳
博
物
館

宛
ご
送
金
く
だ
さ
い
｡
(
送
料
当
方
負
担
)

山

と

博

物

館

第

4

3

巻

第

日

号

一
九
九
八
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行

発
行
　
〒
馳
長
野
県
大
町
市
大
字
大
町
八
〇
五
六
-
一

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

T

E

L

〇

二

六

一

-

二

二

-

〇

二

一

一

印

　

刷

　

大

糸

タ

　

イ

　

ム

　

ス

　

印

刷

郎

定
　
価
　
年
額
一
､
五
〇
〇
円
(
送
料
共
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
0
0
月
間
○
-
L
⊥
二
元
.
.
.
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